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一
、
問
題
の
提
起
k
視
角

二
、
職
場
類
型
と
宜
金
形
蔵

一
二
、
労
賞
関
係
の
展
開
と
賃
金
構
造

ω
個
別
生
産
自
時
代
(
以
上
前
号
)

制
変
貌
す
る
職
場
と
貴
金
決
定
(
以
下
本
号
〕

ω
大
量
生
産
の
時
代

四
、
結
論
と
そ
の
一
般
化

ω
変
貌
す
る
職
場
と
賃
金
決
定

一
八
八
0
年
代
か
ら
第
一
次
大
戦
後
に
至
る
時
期
は
、
イ
ギ
リ
ス
機
械

工
業
に
お
け
ゐ
独
占
形
成
期
で
あ
っ
た
が
、
そ
れ
を
生
産
過
程
に
則
し
て

見
れ
ば
、
組
別
生
産
お
よ
び
大
量
生
産
型
の
職
場
が
登
場
L
、
徐
々
に
支

配
的
な
形
態
と
な
っ
て
ゆ
く
時
期
で
あ
っ
た
。

ま
ず
私
た
ち
は
、
ボ
ウ
レ
ー
に
よ
っ
て
、
同
じ
く
マ
ン
チ
r

ス
タ
1
機

工
場
内
賃
金
構
造
の
形
成
さ
セ
の
諭
盟
伺

菊

光

造

池

械
業
の
賃
金
構
造
を
一
瞥
し
て
お
こ
う
(
衰
2
)
。
こ
の
表
に
示
さ
れ
る
よ

う
に
、
一
八
八
0
年
代
に
は
既
に
一
九
世
紀
中
葉
と
は
か
な
り
異
る
賃
金

構
造
か
存
在
し
た
ロ
そ
の
後
賃
金
構
造
は
、
更
に
複
雑
な
も
の
に
な
っ
て

ゆ
く
の
で
あ
る
が
、
私
た
ち
は
そ
の
背
景
に
如
何
な
る
事
態
白
変
化
が
あ

っ
た
か
を
探
ら
ね
ば
な
ら
な
い
。
機
械
工
業
に
お
い
て
は
、
既
に
十
九
世

紀
中
葉
か
ら
機
械
の
分
化
、
特
殊
化
の
傾
向
が
み
ら
れ
た
が
、
八
一

υ年
代

か
ら
第
一
次
大
戦
に
か
け
て
、
こ
の
傾
向
は
顕
著
に
進
み
、
職
場
の
変
化

は
小
草
命
り
観
を
呈
し
た
。
以
下
ジ
ェ
フ
ア
リ
1
ズ
向
日
叙
述
を
中
心
に
、

こ
の
時
期
の
変
化
を
展
望
し
て
お
と
う
。

そ
れ
は
ヴ
ィ
ク
ト
リ

y
時
代
の
繁
栄
が
過
去
の
も
の
と
な
り
、
イ
ギ
リ

ス
経
済
が
不
況
の
波
に
襲
わ
れ
た
時
代
で
あ
っ
た
。
世
界
の
土
場
と
し
て

の
イ
ギ
リ
ス
経
済
の
地
位
は
低
下
し
た
。
一
方
国
内
に
お
い
て
も
自
由
主

義
経
済
は
そ
の
根
底
を
脅
か
さ
れ
、
産
業
分
野
は
激
化
す
る
競
争
に
勝
ち

抜
い
た
独
占
的
巨
大
企
業
に
よ
っ
て
支
配
さ
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
。

第
九
十
三
巻
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表 2
し
か
し
、
機
械
工
業
自
体
を
と
っ
て
み
れ
ほ
、
資
本
主
義
白
発
展
、
社

会
的
分
業
の
深
化
は
製
品
分
野
と
市
場
。
拡
大
を
結
果
し
た
の
で
あ
り
、

ま
た
ド
イ
ツ
、
ア
メ
リ
カ
に
お
け
る
機
械
工
業
の
急
速
な
発
展
は
、
イ
ギ

リ
ス
機
械
工
業
の
技
術
革
新
に
側
圧
を
加
え
て
い
た
の
で
あ
っ
た
。

こ
白
時
期
に
は
、
従
来
。
製
品
分
野
に
お
け
る
量
的
拡
大
、
造
船
業
で

の
変
革
が
み
ら
れ
た
が
、
更
に
注
目
す
べ
き
は
、
電
気
機
械
や
自
転
車
・

自
動
車
等
の
新
た
な
分
野
が
発
展
し
た
こ
と
で
あ
る
ロ

こ
れ
ら
拡
大
す
る
工
業
部
門
は
、
生
れ
な
が
ら
に
し
て
、
組
別
あ
る
い
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は
大
量
生
産
型
の
職
場
類
型
合
基
礎
と
す
る
も
の
で
あ
り
、
旧
来
と
は
異

る
タ
イ
プ
の
労
働
者
を
必
要
止
し
た
。
こ
れ
が
経
営
と
労
働
組
合
に
新
た

な
問
題
を
提
起
し
た
の
で
あ
る
。
国
の
内
外
に
わ
た
る
市
場
町
拡
大
は
製

品
の
特
殊
化
と
標
準
化
を
要
請
し
た
ロ
新
分
野
を
中
心
に
、
経
営
は
特
定

タ
イ
プ
叩
製
品
あ
る
い
は
部
品
生
産
に
ま
で
特
化
さ
れ
る
。

γ
ム
場
内
部
に

目
を
注
げ
ば
、
か
つ
て
職
場
を
支
配
L
た
普
通
旋
盤
は
、
そ
の
数
拘
よ
び

働
き
に
お
い
て
新
し
い
機
械
に
比
肩
さ
れ
追
い
こ
さ
れ
た
。
紋
盤
、
タ
レ

ヲ
ト
旋
盤
、
水
直
型
、
水
平
型
あ
る
い
は
汎
用
の
フ
ラ
イ
ス
盤
、
外
商
、

表
面
研
穿
盤
、
垂
直
穿
孔
機
、
ラ
ジ
ア
ル
ド
リ
ル
な
ど
が
こ
れ
で
あ
る
。

こ
れ
ら
り
機
械
は
、
多
量
生
産
・
単
植
民
覆
作
業
に
お
い
て
は
、
万
能
旋

盤
よ
り
も
は
る
か
に
経
済
的
で
精
度
や
速
度
に
お
い
て
も
優
っ
て
い
た
。

鋼
鉄
利
用
の
発
展
、
高
速
度
工
具
鋼
の
使
用
に
支
え
ら
れ
た
こ
れ
ら
工
作

機
は
、
自
動
ス
ト
ヅ
フ
装
置
、
全
連
動
主
軸
台
、
各
種
附
属
装
置
の
改
良

と
相
ま
っ
て
、
か
つ
て
は
旋
盤
工
や
組
立
工
が
行
っ
て
い
士
作
業
D
一
部

を
吸
収
し
熟
練
を
不
要
化
す
る
。
測
定
具
に
も
改
良
が
加
え
ら
れ
、
次
第

に
歩
計
か
ら
「
分
数
」
が
排
除
さ
れ
小
数
単
位
が
こ
れ
に
代
る
。
部
品
生

産
が
発
展
し
、
組
立
工
の
仕
事
は
分
割
き
れ
、
組
上
工
、
ベ
ン
チ
組
立
工

お
よ
工
具
・
ゲ
ー
ジ
製
造
工
に
分
れ
た
。

こ
れ
ら
の
過
程
を
ふ
ま
え
た
職
場
の
変
化
は
次
り
よ
う
に
概
括
で
き
る
。

新
し
い
職
場
を
特
徴
づ
け
る
も
の
は
計
画
化
主
管
理
の
深
化
で
あ
る
。
第

一
て
第
三
万
職
場
類
型
が
要
請
す
る
経
営
の
機
構
化
と
組
織
化
は
新
し
い

職
種
職
務
を
生
み
、
古
い
職
種
を
変
化
さ
せ
る
。
既
に
存
在
し
て
い
た



職
長
平
静
註
舶
に
加
え
て
工
作
技
師
、
計
画
係
、
賃
率
係
、
進
行
係
等
の

「
職
員
層
」
が
現
れ
る
。
細
部
の
デ
ザ
イ
シ
だ
け
で
な
く
、
エ
程
に
必
要

な
機
械
の
操
作
法
、
使
用
す
べ
き
治
工
具
、
工
作
時
間
も
把
垣
さ
れ
、
指

導
禁
制
度
が
導
入
さ
れ
る
。
生
産
工
程
の
単
純
作
業
他
に
対
し
て
、
一
方

フ
ル
タ
イ
ム
の
検
査
工
が
現
れ
、
機
械
工
具
組
立
工
、
工
場
技
工
、
電
気

工
が
保
全
部
門
に
集
中
し
た
。
血
長
工
程
で
は
熟
練
工
の
終
胞
が
叫
ば
れ

る
。
生
産
管
理
職
員
、
技
術
者
と
機
械
運
転
工
の
み
の
職
場
は
資
本
家
の

夢
で
あ
っ
た
が
、
技
術
者
と
熟
練
工
、
そ
り
指
揮
の
も
と
で
職
務
井
進
を

行
い
つ
つ
技
能
を
身
に
町
一
け
る
未
熟
練
あ
る
い
は
半
熟
練
工
、
こ
れ
ら
か

ら
成
る
職
場
が
現
実
の
も
の
と
な
っ
た
。
こ
れ
ら
の
変
化
は
中
規
模
以
下

の
職
場
に
は
少
く
、
専
ら
大
規
模
工
場
の
も
の
で
あ
っ
た
が
、
こ
の
傾
向

は
第
一
次
大
戦
の
中
で
加
速
さ
れ
て
ゆ
く
。
か
く
て
、
こ
の
時
期
比
諸
職

場
類
型
の
併
存
主
支
配
的
職
場
類
型
の
移
行
期
、
之
し
て
把
握
さ
れ
る
。

そ
れ
だ
け
に
A
S
E
は
異
る
型
の
職
場
に
働
〈
労
働
者
世
包
含
す
る
こ

と
に
な
っ
た
。
産
業
・
業
種
工
場
に
わ
た
る
労
働
関
係
の
不
統
一
こ
そ

が
A
S
E
の
組
織
構
造
中
政
策
に
わ
た
っ
て
混
剖
を
更
に
深
い
も
の
に
し

た
の
で
あ
っ
た
。

職
能
別
組
合
と
し
て
の
A
S
E
の
組
織
原
理
主
政
策
が
前
項
に
述
べ
た

如
き
も
の
で
あ
っ
た
以
上
、
右
白
よ
う
な
労
働
過
程
の
変
化
労
働
力
需

要
構
造
の
変
化
は
、
A
S
E
を
困
難
立
ジ
レ
Y

マ
に
陥
L
入
れ
た
。

こ
の
時
期
の
変
化
が
労
働
市
場
の
構
造
と
賃
金
決
定
の
態
様
に
及
ぼ
し

た
問
題
を
整
理
し
て
み
よ
う
。
昂
一
に
職
種
内
口
升
進
(
職
務
閉
山
進
〕
が
持

工
場
内
賃
余
構
造
の
形
成
と
そ
の
論
理
斜

つ
意
味
に
つ
い
て
。
職
種
内
昇
進
は
二
面
か
ら
A
S
E
の
政
策
原
理
を
破

壊
す
ゐ
。
A
S
F
の
職
種
労
働
市
場
独
占
に
と
っ
て
徒
弟
制
度
は
中
核
的

意
義
を
持
っ
て
い
た
。
だ
が
今
や
徒
弟
期
聞
を
必
要
と
せ
向
機
械
運
転
工

の
増
加
は
不
可
避
で
あ
つ
ら
し
か
も
未
熟
練
|
|
半
熟
練
1
|
有
資
格

熟
練
工
に
至
る
昇
進
に
お
い
て
は
不
熟
練
工
と
機
械
工
の
明
確
な
弘
分
も

不
可
能
で
あ
h
u
職
種
内
昇
進
を
主
盤
と
し
て
熟
練
義
成
の
機
構
は
経
営

に
暁
収
さ
れ
て
ゆ
く
。
技
能
養
成
と
し
て
の
意
義
を
減
じ
ゃ
徒
弟
制
度
は

動
揺
し
、
「
E
E
f富
山
に
よ
る
強
固
な
制
度
か
ら
弛
緩
し
台
形
態
、
口
頭

契
約
、
「
見
掛
日
制
度
」
へ

ι変
化
し
つ
つ
あ
っ
た
。
青
写
真
の
読
取
り
、

計
算
能
力
、
精
密
測
定
共
の
使
用
枯
?
を
要
す
る
治
工
具
室
ア
ー
な
ど
の
新
し

く
生
ま
れ
た
高
熟
練
工
に
つ
い
r
て
も
、
そ
の
知
識
、
技
能
養
成
は
労
働
組

合
。
規
制
を
は
な
加
て
ゆ
く
。
か
く
て
徒
弟
制
度
L
ζ

そ
の
人
員
制
限
を
求

め
る
A
S
E
の
執
擁
な
闘
い
に
も
関
『
つ
ず
、
徒
弟
制
度
は
事
実
上
不
可
能

な
も
の
と
な
り
つ
つ
あ
っ
た
。
こ
れ
は
熟
練
獲
得
過
程
の
掌
握
、
機
械
工

白
人
員
制
限
と
い
う
A
S
E
D
労
働
市
場
政
策
の
破
壊
を
意
味
し
た
。

他
方
、
工
程
分
割
と
臓
積
内
昇
進
は
熟
錬
機
械
工
の
仕
事
を
奪
う
。
毛

L
て
熟
練
工
は
非
組
合
員
で
あ
る
下
位
職
務
の
労
働
者
か
ら
不
断
の
競
争

に
さ
ら
さ
れ
る
。
こ
こ
に
「
機
械
問
題
」
が
続
発
し
た
の
で
あ
る
。

第
二
に
失
業
の
増
加
に
住
意
せ
ね
ば
な
ら
な
い
。
七

0
年
代
以
後
こ
り

時
期
に
か
け
て
は
、
第
一
次
大
戦
中
を
除
い
て
好
況
期
に
も
慢
性
的
失
業

が
存
在
し
た
。
一
八
九
二
年
か
ら
一
九
一
四
の
問
、
失
業
は
唯
一
回
の
み

二
%
以
下
に
な
の
た
。
一
九
一
一
一
一
年
白
プ
ム
に
お
い
て
も
二

0
0
0人

第
九
十
一
一
一
巻
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工
場
内
賃
金
構
造
の
形
成
〉
そ
の
論
理
伺

の
熟
練
機
械
工
が
失
業
し
て
い
た
。
そ
れ
に
は
い
く
つ
か
の
原
因
が
ヰ
え

ら
れ
る
。
一
つ
は
度
重
な
る
不
況
に
上
る
解
雇
で
あ
り
、
一
つ
は
発
展
す

る
新
産
業
分
野
で
は
職
場
。
性
格
に
上
っ
て
組
合
外
の
未
熟
練
又
は
不
熟

練
工
の
採
用
に
よ
っ
て
必
要
な
労
働
力
を
詞
土
産
L
得
た
こ
と
で
あ
る
。
さ

ら
に
旧
分
野
で
も
職
場
。
変
化
に
よ
っ
て
解
雇
熟
練
工
を
再
採
用
す
る
よ

り
も
未
熟
練
工
町
採
用
を
好
ん
だ
か
ら
だ
k
考
え
ら
れ
る
。
い
ず
れ
に
せ

よ
、
こ

D
よ
う
な
失
業
の
圧
力
を
背
景
に
「
阪

g
Lか
昨
V
L
D
争
い
が

激
化
し
た
。
こ
れ
は
職
能
別
組
合
問
。
対
立
を
深
め
、
経
営
に
対
す
る
諸

労
働
組
合
の
交
渉
力
を
弱
め
る
以
外
の
何
も
の
で
も
な
か
っ
た
。
ま
た
、

失
業
の
増
加
は
A
S
E
に
と
っ
亡
失
業
手
当
白
負
担
を
耐
え
難
い
も
の
と

し
、
組
合
財
政
は
も
は
や
相
互
保
険
を
有
効
に
機
能
さ
せ
得
な
く
な
っ
た

の
一
で
あ
る
。

第
三
に
、
労
働
給
付
過
程
の
変
化
が
持
っ
た
意
味
に
つ
い
て
。
変
化
の

過
程
で
は
常
に
、
労
働
者
の
手
に
よ
る
作
業
量
規
制
と
経
営
の
能
率
噌
進

運
動
が
相
克
し
た
。
だ
が
熟
練
L
O
経
験
的
な
作
業
量
規
制
は
、
経
営
管

理
の
整
備
に
よ
る
課
業
設
定
に
浸
蝕
さ
れ
る
。
生
産
工
程
の
自
立
化
、
労

働
過
程
の
客
観
化
を
基
盤
と
し
て
「
科
学
的
管
払
」
に
よ
る
好
働
支
出
白

経
営
的
掌
握
と
出
来
高
給
制
度
、
能
率
給
自
導
入
が
進
行
し
た
り
で
あ
る
ω

要
約
し
よ
う
。

A
S
R
の
政
策
原
理
で
あ
っ
た
労
働
力
の
質
量
的
供
給

制
限
、
労
働
市
場
の
独
占
は
、
そ
の
条
件
を
失
っ
た
。
④
職
種
内
井
進
の

成
立
を
通
じ
て
大
企
業
は
必
要
な
労
働
力
の
調
達
機
構
を
掌
握
し
た
。
し

た
が
っ
て
、
職
能
別
組
合
の
原
理
で
あ
る
均
質
化
さ
れ
た
熟
練
労
働
力

第
九
十
三
巻

第
四
号

七

五
F旦

に
対
す
る
標
準
的
賃
金
率
」
の
関
係
は
、
根
底
か
ら
動
揺
す
る
。
@
職
能

別
組
合
の
組
合
員
は
、
失
業
の
圧
力
の
も
と
で
、
熟
練
職
種
間
白
水
平
的

競
争
を
受
け
る
と
同
時
に
、
下
位
職
務
か
ら
り
垂
直
的
競
争
に
も
さ
ら
き

れ
る
。
の
労
働
給
付
過
程
は
経
営
。
管
理
に
主
導
さ
れ
て
展
開
す
る
。
出

来
高
給
(
能
率
給
)
に
よ
っ
て
、
賃
金
と
労
働
支
出
の
対
応
は
資
本
家
的

形
態
で
な
き
れ
る
。
か
く
て
「
労
働
の
価
格
」
形
態
。
か
成
立
し
、
個
別
企

業
の
生
産
件
・
能
半
と
賃
金
町
一
対
応
が
問
題
に
な
る
。
こ
れ
ら
は
企
業
内

的
賃
金
決
定
の
課
題
を
構
成
し
た
り
で
あ
っ
た
。

か
か
る
事
態
の
変
化
は
、
当
然
職
能
別
組
合
に
組
織
構
造
と
政
策
の
変

更
を
迫
る
も
の
で
あ
っ
た
。
だ
が
職
能
別
組
合
、
と
し
て
の

A
S
E
は
部
分

的
前
進
を
示
し
た
と
は
い
え
、
こ
の
世
紀
L
入
る
ま
で
伝
統
的
政
策
を
固

守
し
て
い
た
。
交
渉
形
態
と
し
て
は
既
に
経
営
に
対
す
る
直
接
拍
団
体
交

渉
の
形
態
を
と
っ
て
い
た
が
、

A
S
E
は
団
体
交
渉
に
よ
る
ク
ロ
ー
ズ

ド
・
シ
翠
ツ
プ
の
要
求
、
徒
弟
制
度
の
擁
護
、
機
械
職
務
に
つ
く
労
働
者

の
制
限
、
出
来
高
給
反
対
の
政
策
を
と
り
、
失
業
問
題
を
時
間
短
縮
と
残

業
規
制
に
よ
っ
て
処
理
し
よ
う
と
し
た
。

一
八
九
七
年
八
年
の
大
ロ
ッ
ク
ア
ウ
ト
は
、
職
場
の
変
化
を
背
景
に

経
営
権
を
主
張
し
て
全
面
的
な
労
務
統
轄
を
意
図
す
る
雇
用
主
主
伝
統
的

な
職
能
別
組
合
の
政
策
と
の
矛
盾
の
集
約
点
で
あ
っ
た
。
そ
れ
は
ロ
ン
ド

ン
に
始
ま
る
週
四
八
時
間
労
働
日
の
闘
争
を
直
接
の
契
機
と
し
て
い
た
が
、

徒
弟
制
度
、
機
械
問
題
、
出
来
高
給
等
す
べ
て
の
争
点
を
背
景
に
し
て
い

t
e
「
釘
ム
山
町
ぺ
利
賀
」
が
示
す
よ
う
に
、
労
資
関
係
の
全
般
に
わ
た



る
も
目
だ
っ
た
り
で
あ
出
。
労
働
組
合
町
敗
北
町
結
果
締
結
さ
れ
た
イ
ギ

り
ス
で
最
初
の
産
業
別
全
国
協
約
と
L
て
の
一
人
九
八
年
協
約
は
、
経
営

白
勝
利
、
と
能
職
別
組
合
の
破
綻
を
表
現
し
た
も
り
で
あ
っ
た
u

そ
の
後
数

度
に
わ
た
っ
て
部
分
的
改
正
は
さ
れ
た
が
、
こ
の
全
同
協
約
の
精
神
は
第

一
次
大
戦
後
に
至
る
ま
で
、
イ
ギ
リ
ス
機
械
工
業
の
労
資
関
係
を
規
定
し

て
い
た
の
で
あ
る
。

競
争
条
件
均
等
化
を
必
要
と
す
る
雇
用
主
連
盟
は
、
む
し
ろ
庫
業
別
全

国
交
渉
を
激
迎
し
た
の
で
あ
り
、
一
方
具
体
的
諸
条
件
の
決
定
は
個
別
企

業
の
労
務
管
理
の
領
域
と
し
て
確
保
し
た
の
で
あ
る
。

こ
の
間
、
賃
金
構
造
に
つ
い
て
は
、
一
八
七

σ年
代
か
ら
始
め
ら
れ
た

地
域
賃
率
D
収
集
比
較
が
進
み
、
地
域
協
約
百
制
度
化
に
よ
っ
て
熟
練
職

種
に
お
い
て
は
賃
率
の
平
準
化
が
み
れ
ら
た
。

A
S
E
は
、
さ
ら
に
組
立

工
と
旋
盤
工
の
賃
率
を
指
標
と
し
て
、
貸
率
の
全
国
的
標
準
化
を
意
図
し
、

こ
れ
は
か
な
り
り
成
功
を
収
め
た
。
ま
た
第
一
次
大
戦
下
町
政
府
生
産
委

員
会
の
裁
定
も
あ
っ
て
一
九
一
五
一
六
年
に
は
地
域
賃
辛
の
全
国
的
調

整
が
行
わ
れ
た
り
で
あ
る
。

し
か
し
各
職
種
ご
と
り
賃
率
設
定
と
い
う
原
理
は
維
持
さ
れ
た
。
ま
た

新
し
い
タ
イ
プ
の
労
働
者
に
つ
い
て
も
、
主
と
し
て
地
域
交
渉
を
通
じ
て

特
別
の
賃
半
が
設
定
さ
れ
た
。
工
具
工
場
の
高
熟
練
工
の
賃
率
、
戸
外
あ

る
い
は
不
潔
な
特
別
作
業
に
対
す
る
割
増
賃
率
な
ど
が
こ
れ
で
あ
る
。

一
方
、
八

0
年
代
か
ら
増
加
し
て
き
た
機
械
運
転
工
は
急
速
に
比
重
を

増
L
、
マ
シ
ニ
ス
ト
の
賃
率
が
現
わ
れ
た
。
こ
れ
は
雇
主
と
組
合
に
よ
っ

て
協
定
さ
れ
た
真
の
意
味
で
の
賃
率
で
は
な
く
、
多
く
の
場
合
経
営
管
理

の
対
象
で
あ
っ
た
。
コ
ー
ル
も
指
摘
す
る
よ
う
に
、
こ
の
中
間
職
級
の
労

働
者
は
、
排
他
性
を
周
守
す
る
職
能
別
組
合
に
よ
っ
て
、
む
し
ろ
敵
対
者

と
し
て
扱
わ
れ
未
組
織
に
放
置
さ
れ
た
。
彼
等
の
職
級
や
賃
率
は
経
営
の

恋
意
に
委
担
ら
れ
、
企
業
ご
と
工
場
ご
と
に
甚
し
い
差
異
を
示
し
た
の
で

あ
る
。

こ
の
結
果
労
働
者
の
採
用
・
訓
練
・
職
務
へ
白
配
置
は
経
営
に
掌
握
さ

れ
た
ロ
賃
金
形
態
に
お
い
て
は
出
来
高
給
が
導
入
さ
れ
、

p
l
ワ
ン
制
等

の
プ
レ
ミ
ア
ム
・
ボ
ー
ナ
ス
制
が
急
速
に
拡
大
し
た
。
し
か
も
出
来
高
給

の
具
体
的
方
法
、
割
増
比
率
な
ど
は
、
全
国
交
捗
で
は
扱
い
得
ず
、
個
々

=
!
ι
T
a
r
ル

プ

ν
Y
3
3
p
u
y』
F

の
企
業
・
工
場
で
の
「
相
互
協
定
」
に
委
ね
ら
れ
た
の
で
あ
っ
た
。

元
来
職
能
別
組
合
は
、
職
場
組
績
を
持
た
ず
、
職
場
交
渉
を
意
図
し
な

か
っ
た
の
で
あ
る
が
ゆ
。
ζ

の
時
期
に
は
不
ピ
ョ
避
的
に
工
場
内
部
で
処
理
を

迫
ら
れ
る
問
題
か
続
出
し
た
の
で
あ
っ
た
。
し
か
る
に
職
場
の
具
体
的
な

賃
金
労
働
条
件
を
個
別
労
働
者
あ
る
い
は
作
業
集
団
と
経
営
と
の
「
相

主
協
定
」
に
放
置
す
る
こ
と
は
、
原
理
的
に
労
働
組
合
白
統
一
的
交
渉
白

放
棄
を
意
味
し
た
。
プ
ェ
ル
プ
ス
ブ
ラ
ウ
ン
に
よ
っ
て
産
業
別
全
国
交
渉

へ
の
蕗
行
期
と
さ
れ
た
己
の
時
期
は
、
労
資
受
渉
の
単
位
が
地
域
か
ら
全

国
へ
と
拡
大
さ
れ
、
協
約
適
用
の
範
囲
が
拡
大
さ
れ
る
過
程
で
あ
っ
た
。

だ
が
そ
れ
は
同
時
に
、
職
能
別
組
A
A
円
、
か
従
来
の
組
合
機
構
を
通
じ
て
は
職

場
の
問
題
に
積
極
的
解
決
策
を
示
し
得
ず
、
規
制
力
を
弱
め
ら
れ
亡
ゆ
く

過
程
で
も
あ
っ
た
の
で
あ
る
。

工
場
内
賃
金
構
造
。
形
成
と
そ
の
論
理
伺

第
九
十
三
巻
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四
号

五
五



工
場
内
賃
金
構
造
の
形
成
と
そ
り
論
理
伺

以
上
検
討
し
て
き
た
よ
う
に
、
職
場
の
変
化
を
背
景
と
す
る
労
働
力
構

成
の
変
化
、
経
営
に
よ
る
賃
金
管
理
の
浸
透
が
賃
率
構
造
問
複
雑
化
を
も

た
ら
し
た
の
で
あ
り
、
事
態
に
対
す
る
職
能
別
組
合
の
不
適
応
、
統
一
的

規
制
力
の
弱
化
が
企
業
問
・
工
場
聞
に
お
け
る
質
率
構
造
の
不
統
一
を
招

い
た
の
で
あ
っ
た
。
さ
ら
に
工
場
こ
と
に
運
用
さ
れ
る
出
来
高
給
、
プ
レ

ミ
ア
ム
・
ボ
ー
ナ
ス
制
、
団
体
能
率
給
た
ど
の
賃
金
形
態
の
作
用
、
時
間

外
割
増
等
を
契
機
と
し
て
基
礎
賃
平
と
稼
得
賃
金
の
荊
酔
が
生
ず
る
。
か

く
て
企
業
工
場
ご
と
の
複
雑
な
質
率
構
造
、
核
得
賃
金
構
造
の
基
礎
が

形
成
さ
れ
た
の
で
あ
る
。

註
川
W

』
回
同
何
回
司

3-
匙
礼
子
司
・
口
叶

HNa

ω
印
待
出
唱
岳
σ
-
E
E句弘
、

E

P
軍
R
2ミ

H
4
h
o
l
h
H

ω
唱
号
σ二
守
礼
子
同
》

h
N

川
刊
同
σ同
日
百
一
安
弘
司
同
V
H
N
寸
-
尚
、
こ
の
時
期
の
技
能
善
成
法
む
変

化
に
つ
い
て
は
、
徳
永
重
品
「
イ
ギ
リ
ス
機
械
工
業
に
お
け
る
資
本

と
賃
労
働
」

ω、
法
政
大
学
、
経
辞
志
林
、
二
九
巻
コ
号
が
詐
し
い
。

ω
こ
こ
に
掲
げ
る
余
裕
は
な
い
が
、

kr-
凹
E

回
O
H
H
阿国
m
v
p
-
-
h号尉

B
E
S
2
扇
町
民
事
号
室
。
『
昆
喜
占
白
書
室
崎
、
中
の
「
機
械
工
訓

練
チ

~
I
ト
L

は
当
時
白
職
員
、
工
員
に
わ
た
る
技
能
養
成
機
構
と
、

そ
り
変
化
の
一
方
向
を
示
し
て
興
味
探
い
。
同
ロ
E

E
ロ
巳

k
p
《凶器
E

H

E
E
C

。国
p
pロom

。HF
o
E
日
2
J
出
E
S
o
m
Z
F
H由
N白

日

ν
]
V

叶N

叶∞

制
当
時
は
ま
だ

F
E
テ
ー
ラ
ー
の
名
に
結
び
つ
け
ら
れ
る
「
科
学
的

第
九
寸
三
巻

管
理
法
」
り
体
系
は
導
入
さ
れ
て
い
な
い
が
、
多
量
生
産
と
能
率
増

進
運
動
は
、
必
然
的
に
労
働
給
付
の
客
観
的
把
握
、
融
業
管
理
を
内

包
し
て
い
た
。
フ
ェ
ル
プ
ス
ブ
ラ
ウ
ン
も
一
八
九

0
年
代
か
ら
イ
ギ

リ
ス
り
土
場
で
科
学
的
管
理
が
見
ら
れ
た
こ
と
を
指
摘
し
て
い
る
。

ま
た
テ
ー
ラ
ー
自
身
が
、
一

1
1
0三
年
に
イ
ギ
リ
ス
で
の
能
卑
持
制

は
「
課
業
管
理
」
に
旧
か
な
ら
な
い
こ
k
を
認
め
て
い
た
。
何
回

目
E
戸市

ω
国

E
d司
P
F
n
p
】
司

Hus-u∞
川
崎
主
治
「
科
芋
的
管
理

批
判
」
森
山
書
脂
、
七
二
へ

l
ジロ

助
一
八
九
八
年
に
締
結
さ
れ
た
協
約
の
内
容
は
次
の
よ
う
な
も
の
で

あ
っ
た
。
①
労
働
組
合
と
「
経
営
腕
L

の
相
互
不
可
侵
。
③
経
骨
は

労
働
者
由
選
択
、
雇
用
、
訓
練
の
全
権
を
有
す
。
③
徒
弟
人
員
制
限

の
並
華
。
④
労
働
組
令
は
組
合
員
の
賃
金
に
つ
い
て
は
交
捗
艇
を
担

つ
が
、
非
組
合
員
の
賃
金
決
定
に
干
渉
し
て
は
な
ら
な
い
。
⑥
骨
働

者
の
機
械
へ
の
配
置
、
機
械
操
作
の
諸
条
件
決
定
は
経
営
白
権
利
で

z
a
I
4
7
品
ア
ル
ア
レ
ン
ジ

あ
る
。
④
出
来
高
給
導
入
。
自
由
。
具
体
的
条
件
は
「
桐
互
協

J
A
Y

ト
定
」
に
よ
る
。
①
一
定
手
続
終
了
ま
で
争
議
行
為
の
禁
止
。
こ
れ
に

対
し
て
組
合
が
辛
う
じ
て
確
保
し
た
の
は
請
負
給
制
の
排
除
、
と
賃
金

の
直
接
支
払
い
だ
け
で
あ
っ
た
。
残
業
は
四
週
間
に
凹

0
時
間
以
内

と
制
限
さ
れ
た
が
、
こ
れ
は
事
実
上
無
視
さ
れ
た
@
】
。
出

2
2・
d
E
F

HVHAPN
・

刷

出

U
E
n
o
F
同
3
E羊

H
E吾
司
君
。
E
S
N
円
。
i
b
h刷
、
-
句
、

同
町

AH

七
i"J 
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四
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(9) 

何
回
国

uvoqω
回
目
当

p
w守主』
]U]MEA--HN日
こ
の
時
期
に

大
企
業
で
は
各
種
賞
与
制
度
が
設
け
ら
が
、
労
働
者
の
倒
別
企
業
へ

の
緊
縛
も
試
み
ら
れ
た
の
で
あ
っ
た
。
住
輔
氏
』
]
V
H

】叶

Elg

コ
ー
ル
「
労
働
組
合
入
門
」
上
、
二
ハ
八
ペ
ー
ジ
ロ

川叫

例
大
量
生
産
の
時
代

一
九
三

O
年
以
降
の
時
期
は
、
こ
の
稿
の
視
角
か
ら
み
れ
ば
職
場
の
変

化
が
貫
徹
し
、
責
量
生
産
型
町
職
場
が
支
配
的
ー
と
な
っ
た
時
期
止
し
て
把

握
で
き
る
。
イ
ギ
リ
ス
機
械
工
業
に
お
い
て
大
量
生
産
方
式
が
確
立
し
士

白
は
、
三
つ
の
大
戦
闘
で
あ
っ
た
。
前
世
紀
末
に
登
場
し
た
電
気
機
械
、

自
転
草
・
自
動
車
等
白
部
門
は
当
初
か
ら
流
れ
作
業
白
道
を
事
ん
で
レ
た

が
、
第
一
次
大
戦
後
の
機
械
工
業
に
お
け
る
構
造
変
化
白
過
程
で
、
こ
れ

ら
の
部
門
の
比
重
は
飛
躍
的
に
高
ま
っ
た
。
さ
ら
に
航
空
機
工
業
も
急
理

な
発
展
を
示
し
た

C
o
F
4
ω
司
亭
主
』
宮
】
呂
田

H
C
3。
す
ぐ
れ
て
こ
れ

ら
白
部
門
を
舞
台
に
、
鋼
材
・
切
削
一
ム
具
の
改
良
、
工
作
機
械
や
各
種
測

定
具
町
発
達
が
み
ら
れ
、
そ
の
総
合
的
成
果
之

L
て
組
立
作
業
の
変
卒
も

達
成
さ
れ
た
の
で
あ
っ
た
(
す
同
日
吉
一
喝
匙
主
、
句
匂
旧
宮
N

口&。

二
つ
の
大
戦
聞
に
お
い
て
、
職
場
の
変
化
は
業
種
・
企
業
規
模
に
よ
っ

て
大
き
な
格
差
を
も
ち
な
が
ら
肢
行
的
に
進
ん

F
が
、
第
三
次
大
戦
中
政

府
の
奨
励
援
助
と
大
企
業
か
ら
の
部
品
下
請
を
契
機
に
、
中
規
模
以
下
の

企
業
に
も
新
し
い
機
械
や
生
産
管
理
白
方
法
が
罷
透
し
て
い
っ
た
の
で
あ

る
(
]
丘
凶

OH可
m
Y
H
E
P
H
M
N
O
m
-

工
場
内
賞
金
構
浩
の
形
成
之
そ
の
論
理
伺

こ
の
問
、
前
項
に
み
た
如
き
性
格
を
持
っ
て
経
営
に
主
導
さ
わ
た
賃
金

決
宅
か
展
開
さ
れ
る
が
、
一
方
労
働
組
合
に
k
っ
て
こ
の
時
期
は
組
織
構

造
お
よ
び
組
合
政
策
の
全
面
に
わ
た
っ
て
新
た
な
発
展
が
結
実
し
、
規
制

力
を
回
復
し
て
ゆ
く
過
程
で
も
あ
っ
た
。

以
下
に
お
い
て
は
、
こ
の
時
期
の
労
資
関
係
を
、
工
場
内
賃
金
構
造
の

展
開
に
い
か
な
る
イ
ン
パ
ク
ト
を
与
え
た
か
と
い
ラ
視
点
か
ら
整
現
し
よ

う
。
既
に
第
一
次
大
戦
ま
で
の
変
化
に
よ
っ
て
、
工
場
内
賃
金
構
造
形
成

の
諸
要
因
は
顕
在
化
し
て
い
た
。
こ
の
時
期
に
は
、
そ
れ
ら
の
諸
要
闘
が

展
開
L
、
賃
金
構
造
複
雑
化
の
傾
向
と
統
一
化
傾
向
と
の
絡
み
あ
い
と
し

て
進
展
す
る
。

一
一
躍
主
側
に
つ
い
て
見
れ
ば
、
一
八
九
七
年
の
大
争
議
を
契
機
に
発
展
し

た
機
械
業
使
用
者
団
体
連
盟
が
一
九
一
八
年
に
は
甚
σ

開
晶
E
2ロロ
m

E
己
炉
E

E
何
日
1
0〕
3
2
-
Z
E
Eロ
巴
町
E
2
E吉
田
と
改
称
し
た
コ

こ
の
団
体
は
一
九
二
二
年
に
は
既
に
二

0
0
0以
上
の
企
業
を
傘
下
に
収

出
、
一
雇
主
の
全
同
的
統
一
組
織
と
し
て
拡
大
強
化
さ
れ
、
そ
の
後
第
三
次

犬
戦
後
に
至
る
ま
で
労
資
戸
時
の
担
当
者
と
な
っ
た
。
こ
の
間
機
械
業
に

お
け
る
生
産
過
程
の
変
化
、
と
経
営
の
諸
政
策
は
、
回
件
交
捗
の
中
央
集
中

と
い
う
一
点
を
除
い
て
は
、
主
主
し
て
賃
金
構
造
極
雑
化
白
要
因
と
し
て

作
用
し
た
と
い
支
ょ
う
。

ま
ず
、
と
の
時
期
白
労
働
力
構
成
白
動
向
に
つ
い
て
。
機
械
業
白
構
造

変
化
お
よ
び
職
場
の
変
化
は
、
必
然
的
に
低
熟
練
労
働
者
の
増
大
を
結
果

し
た
の
第
一
次
大
戦
中
に
止
ま
ら
ず
ダ
イ
リ
ュ
!
シ
割
ン
が
進
行
し
、
半

第
九
十
三
巻
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γ

ム
場
内
賃
金
構
造
白
眼
成
主
そ
の
拍
理
伺

熟
練
工
の
飛
躍
的
増
加
、
少
年
お
よ
び
女
子
労
働
者
。
増
加
が
続
い
た
。

と
れ
ら
労
働
者
の
賃
金
は
経
信
に
と
っ
て
管
理
の
対
象
で
あ
り
、
企
業
内

的
賃
率
設
定
乞
可
能
に
す
る
。
し
た
が
っ
て
労
働
力
構
成
の
変
化
、
低
熟

練
労
働
者
の
増
加
自
体
が
賃
金
構
造
を
複
雑
化
す
る
も
の
で
あ
っ
た
。

第
二
に
生
産
性
格
差
の
反
映
に
つ
い
て
。
一
九
二

0
年
代
に
は
、
全
国

安
渉
に
お
い
て
も
賃
上
げ
抑
制
の
理
由
と
し
て
、
企
業
生
産
性
お
よ
び
国

際
市
場
競
争
に
関
す
る
資
料
が
提
出
さ
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
。
一
方
個
別

企
業
白
段
階
で
は
企
業
生
産
性
と
賃
金
の
対
応
が
端
的
に
主
張
さ
れ
た
@

企
業
規
模
に
よ
る
賃
金
格
差
が
現
わ
れ
、
特
に
独
占
的
大
企
業
で
は
、
労

働
力
に
つ
い
て
の
需
要
独
占
、
長
期
雇
用
の
傾
向
に
応
じ
て
、
市
場
賃
率

を
越
え
る
割
増
賃
辛
お
よ
び
「
勤
続
」
に
対
す
る
賃
金
割
共
も
み
ら
れ
る

よ
う
に
な
っ
た
。

第
三
に
、
右
の
点
に
関
連
L
て
、
こ
の
時
期
に
は
大
量
生
産
に
と
も
な

う
「
高
能
率
・
高
賃
金
」
の
原
理
が
と
ら
れ
、
各
種
刺
減
給
制
度
が
拡
大

さ
れ
た
。
最
低
割
増
保
障
り
出
来
高
給
(
能
率
給
〕
は
、
時
間
給
労
働
者

と
出
来
高
給
労
働
者
の
問
に
賃
率
格
差
を
生
む
。
稼
得
賃
金
に
お
い
て
は
、

そ
の
格
差
は
更
に
大
き
な
も
の
と
な
り
、
時
間
給
労
働
者
の
不
満
を
生
む
。

か
く
て
両
者
の
均
闘
を
保
つ
た
め
、
時
間
給
労
働
者
(
特
に
高
熱
療
工
、

間
接
工
、
特
殊
作
業
)
に
対
し
て
出
来
高
給
に
代
る
「
間
配
院
や
」
や
メ

リ
ッ
ト
・
レ
ー
ト
が
与
え
ら
れ
む
第
四
に
稼
得
賃
金
に
つ
い
て
は
時
間

外
労
働
の
作
用
が
あ
る
。
こ
り
時
期
に
労
働
組
合
は
徐
々
に
時
間
短
縮
に

成
功
し
た
の
で
あ
る
が
、
こ
の
週
平
均
労
働
時
聞
の
短
縮
と
相
関
し
て
時

第
九
十
一
一
一
巻
二
七
六

間
外
労
働
が
増
大
し
b
。
特
に
第
二
次
大
戦
中
お
よ
び
戦
後
に
は
、
こ
の

傾
向
が
著
L
く、

L
か
も
工
場
お
よ
び
工
程
ご
と
に
か
な
り
の
差
が
あ
る
。

か
く
て
時
間
外
労
働
は
部
門
差
、
賃
金
形
態
差
と
相
乗
的
に
作
用
L
、
貨

車
構
造
主
務
得
賃
金
構
造
の
需
離
・
複
離
他
を
も
た
ら
し
た
の
で
あ
る
。

一
方
労
働
組
合
に
邑
っ
て
、
課
題
は
極
め
て
複
雑
な
も
の
で
あ
っ
た
。

既
に
み
た
如
く
、
一
九
世
紀
末
葉
か
ら
の
変
化
は
職
能
別
組
合
の
基
盤
を

依
壊
し
、
そ
の
規
制
を
無
力
他
し
た
。
そ
の
過
程
で
、
経
営
の
賃
金
管
理

浸
透
D
結
果
と
し
て
工
場
内
賃
金
構
渇
か
形
成
さ
れ
た
の
で
あ
っ
て
み
れ

ば
、
こ
れ
に
対
す
る
積
極
的
な
規
制
は
職
能
別
組
合
D
能
力
主
越
え
て
い

た
と
い
え
よ
う
ロ
労
働
組
合
が
組
織
構
造
・
組
合
政
策
の
両
面
に
お
い
て

脱
皮
を
な
し
と
げ
、
新
し
い
事
態
に
対
す
る
規
制
力
を
持
も
う
る
か
否
か

に
、
賃
金
構
造
統
一
化
白
鍵
が
あ
っ
た
と
い
え
ゐ
。

事
態
。
変
化
が
持
つ
意
味
を
前
項
の
よ
う
に
整
理
す
る
な
ら
ば
、
労
働

組
合
に
と
っ
て
積
極
的
解
決
の
方
向
は
論
理
的
に
導
き
う
る
。

機
械
工
失
業
の
増
加
と
職
種
内
昇
進
機
構
の
成
立
が
、
機
械
工
に
と
っ

て
水
平
的
。
み
な
ら
ず
垂
直
的
競
争
関
係
の
激
化
を
意
味
す
る
以
上
、
労

働
組
合
と
し
て
は
競
争
関
係
に
立
つ
労
働
者
全
員
を
包
含
す
る
こ
と
が
必

要
と
な
る
。
排
他
的
職
能
別
組
合
か
ら
職
場
全
員
組
織
を
基
礎
と
す
る
産

業
別
組
合
へ
白
転
換
に
よ
っ
て
こ
そ
、
舵
院
陀
掛
盟
、
機
械
伺
題
は
積
極
的

に
解
決
を
与
え
ら
れ
る
。

徒
弟
制
度
の
崩
壊
、
半
熟
続
機
械
運
転
工
の
増
加
、
そ
し
て
ダ
イ
リ
ι

l
ジ
ョ
ン
が
不
可
避
で
あ
る
以
上
、
こ
れ
は
機
械
職
務
へ
の
入
職
制
限
と

第
四
号
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し
て
で
は
な
く
、
労
働
者
の
格
付
け
と
賃
率
設
予
の
問
題
と
し
て
解
く
べ

ν
I
ト

フ

ォ

ー

ジ

a
プ

き
で
あ
っ
た
。
方
向
は
賃
率
の
最
低
規
制
と
統
一
的
な
「
職
務
賃
率
」

に
あ
る
。
ま
た
、
労
働
給
付
の
経
営
的
掌
握
に
対
し
て
は
、
客
観
化
さ
れ

標
準
化
さ
れ
た
職
務
を
前
提
に
、
標
準
的
作
業
量
を
規
制
し
、
「
労
働
の

価
格
」
と
し
て
の
職
務
質
率
に
苅
応
ナ
る
「
労
働
の
質
量
」
に
組
合
規
制

を
及
箆
9
こ
と
に
あ
る
L

と
い
え
よ
う
。

交
渉
形
態
に
つ
い
て
は
、
労
働
市
場
。
自
律
的
詞
節
と
い
う
幻
想
を
捨

て
て
経
営
と
の
直
接
的
団
体
交
渉
力
を
強
化
す
る
こ
と
で
あ
り
、
具
体
的

労
働
条
件
を
取
り
上
げ
る
た
め
に
職
場
組
織
を
定
若
さ
せ
て
職
場
安
捗
を

確
立
す
る
こ
と
に
あ
っ
士
と
い
え
る
。

事
実
一
九
一

O
年
以
前
に
お
い
て
も
、
こ
れ
ら
の
方
向
に
沿
っ
た
一
定

の
前
建
か
み
ら
れ
た
の
で
あ
%
、
そ
の
集
約
的
結
果
が
一
九
二

O年
目
産

業
別
組
合
A
E
U
(匹
。
〉
自
己
官
自
丘
旦
何
回
n
E
Z
ロ
g
d目
。
ロ
)
の

成
立
で
あ
っ
た
。
一
九
二

0
年
代
、

A
E
U
は
既
に
産
業
別
組
合
と
し
て

出
発
し
て
い
た
が
、
ま
だ
そ
れ
は
著
し
く
職
能
別
組
合
の
性
格
を
残
し
て

い
た
。

A
E
U
は
、
一
丸
一
一

O
l一二
0
年
代
の
発
展
の
過
程
で
徐
々
に
産

〈註
V

業
別
組
合
と
し
て
。
実
体
を
備
え
て
ゆ
く
の
で
あ
る
。

註
こ
の
新
た
な
組
織
構
造
・
政
策
原
理
を
実
現
す
る
推
進
者
と
な

ヲ
-
ス
チ

2
7
1
1
F

う
た
も
り
こ
そ
各
土
場
。
職
場
委
員
、
に
彼
等
に
よ
7

て
組
織
さ
れ
た

工
場
委
員
生
で
あ
っ
た
。
こ
乙
で
少
し
く
過
去
を
ふ
り
か
え
り
つ
つ
職

場
委
員
と
「
職
場
組
織
」
の
性
格
に
つ
い
て
検
討
し
て
お
く
必
要
が
あ

る。

工
場
内
賃
金
構
造
の
形
成
と
そ
の
論
理
伺

搬
械
業
に
お
い
て
は
、
八
九

0
年
代
か
ら
職
場
委
員
が
存
在
し
て

い
た
が
、
こ
れ
は

A
S
E
が
職
場
組
織
否
定
の
態
度
を
と
っ
た
こ
と
と

関
連
し
て
、
職
能
別
組
合
の
連
絡
員
に
す
ぎ

F
、
極
め
て
消
極
的
性
柿

し
か
も
た
な
か
っ
た
@
だ
が
既
に
み
た
如
く
一
九
世
紀
末
か
ら
り
変
化

に
つ
れ
て
職
能
別
組
合
が
工
場
内
部
で
の
現
実
的
な
規
制
力
を
失
っ
て

ゆ
く
過
程
で
は
、
職
場
委
員
は
職
場
に
お
け
る
下
部
組
合
員
の
要
求
白

担
い
手
と
し
て
O
性
摘
を
お
び
て
く
る
白
増
加
す
る
公
認
・
非
公
認
の

職
場
委
員
は
、
つ
い
に
第
一
次
大
戦
中
に
既
存
の
組
合
機
構
と
は
対
抗

的
な
独
自
の
「
職
場
委
員
運
動
」
を
屋
閉
す
る
に
至
っ
た
。
職
場
委
員

運
動
心
性
格
に
つ
い

τ
は
、
し
ば
し
ば
イ
デ
オ
ロ
ギ
ー
的
側
面
が
問
題

に
な
る
が
、
こ
の
運
動
の
原
因
は
基
本
的
に
は
既
存
凸
組
合
機
構
白
麻

痔
と
無
力
化
に
求
め
る
べ
き
で
あ
る
う
。
第
一
次
大
戦
中
既
存
の
組
合

機
構
は
戦
時
経
済
体
制
に
協
力
を
約
し
て
い
た
。
一
九
一
五
年
の
大
蔵

省
協
約
に
よ
っ
て
争
議
権
は
停
止
さ
れ
、
質
余
労
働
条
件
は
「
生
産
委

員
全
」
の
裁
定
に
よ
っ
て
決
定
さ
れ
る
こ
と
な
っ
た
。
か
く
て
労
働
組

合
司
公
式
機
関
は
組
合
機
能
を
般
棄
す
る
結
巣
に
な
っ
た
。
ま
た
不
断

に
起
る
職
場
で
の
紛
争
は
、
原
堕
的
に
い
っ
て
職
能
別
組
合
の
伝
統
的

政
情
で
は
処
理
で
き
伝
い
性
質
の
も
の
で
あ
っ
た
。
職
場
委
員
お
よ
ひ

工
場
委
員
会
は
、
い
わ
ば
こ
の
牢
白
状
態
の
下
で
労
働
組
合
機
能
の
体

現
者
主
し
て
活
動
し
た
の
で
あ
っ
た
。

職
場
委
員
運
動
は
、
始
め
ダ
イ
リ
ュ
シ
ョ
ン
に
反
対
す
る
熟
練
工

の
利
益
を
守
る
も
の
と
し
て
出
発
し
た
が
、
や
が

γ
多
く
の
地
域
で
低
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工
場
内
住
金
構
造
の
形
成
ー
と
そ
の
論
理
仲

熟
練
労
働
者
に
支
で
拡
大
さ
れ
た
(
円
。
日
夕
国
主
ロ
砕

M
1
E
a
k
q
E
Z

号
室
「
?
札
お
い
て
M

】

U
5
3。
ま
た
工
場
委
員
会
も
コ
ヴ
エ
ン
ト
リ
ー
の

共
同
委
員
会
に
み
ら
れ
る
よ
う
に
、
既
存
凸
各
組
骨
を
離
れ
て
共
同
行

動
を
h
ぃ
、
低
糾
練
労
働
者
や
婦
人
労
働
者
と
の
共
同
行
曲
目
機
関
と

な
っ
た
の
で
あ
っ
た
(
円
。
]
P
H
d句、三
E
£
A
『
苓
ぜ
h
R
F
M
M司
一
宏
司
也
恒
〕
。

コ
グ
エ
ン
ト
リ
ー
の
例
は
あ
く
ま
で
先
駆
的
な
も
の
で
あ
る
が
、
総
じ

て
職
場
委
員
運
動
は
職
場
組
叫
酬
の
確
立
、
職
能
別
組
合
間
の
共
同
行
動
、

全
等
級
労
働
者
運
動
を
通
じ
て
「
職
場
全
員
組
合
」
の
推
進
者
で
あ
っ

t
。
ま
土
政
策
酌
に
は
、
出
来
高
指
の
条
件
を
始
め
職
場
の
具
体
的
長

件
を
と
り
あ
げ
て
経
常
と
交
渉
し
、
「
相
互
協
定
」
を
事
実
上
の
職
場

団
体
交
抄
に
転
化
し
て
い
っ
た
の
で
あ
る

(
C
ν
-
0
・
N
U
岳
、
三
室
内
白
百
u

c
φ
t由
戸
)
。

産
業
別
組
合
と
し
て
の

A
E
U
に
と
っ
て
は
、
円
ら
を
こ
の
よ
う
な

経
験
の
延
長
上
に
定
植
す
る
こ
と
が
課
題
で
あ
っ
た
と
い
え
よ
う
。

一
六
二
二
年
の
戸
ヅ
グ
ア
ウ
ト
、
一
九
二
六
年
の
ゼ
ネ
ス
ー
に
敗
北
し

t
A
E
U
は
、
敗
北
町
原
因
が
組
合
組
織
率
の
減
少
、
ス
ト
ラ
イ
キ
基
金

の
不
足
、
職
場
全
員
組
織
の
不
徹
底
に
あ
る
こ
〉
し
を
認
識
し
た
。
一
九
二

六
年
A
E
U
は
職
能
別
組
合
の
残
俸
を
払
拭
し
て
、
機
械
工
業
の
全
男
子

島
町

z
y
z
p

労
働
者
に
組
機
を
開
放
し
た
ら
ま
た
一
九
二
九
年
に
採
択
さ
れ
た
「
機
械

f
ズ
ヂ
マ
】
タ
1

工
憲
章
」
は
、
労
働
組
合
の
前
進
万
向
を
端
的
に
表
現
し
た
も
の
で
あ

9
 

つ士。賃
金
政
策
。
而
で
は
、
二

O
l一三一

υ年
代
の
不
況
、
慢
性
的
失
業
と
い

第
九
」
l

三
巻

七
ノ¥

第
四
号

ノ、
O 

う
困
難
な
条
件
の
下
で
、
全
般
的
な
賃
金
卒
水
準
の
引
上
げ
と
賃
金
構
造

の
統
一
化
を
武
み
た
の
で
あ
っ
た
。

①
産
業
別
全
国
交
渉
の
強
化
。
労
働
組
合
は
、
機
械
業
合
同
職
業
運
動

開
ロ

mHPOOEv四
』

E
昇

J
P
E
2
冨
。
耳
目
E
E
y
o
に
よ
っ
て
交
渉
力
を

強
化
し
、
更
に
「
造
船
機
械
工
組
合
連
合

n
s
r
-
o
H
E
M
S
E
印

E
I

司
σ
E
E百四

E
仏
関
口

mEOOHHE叫
司
E
Q
2
ロE
。
E
」
へ
と
発
展
し
て
、

産
業
別
全
国
受
捗
に
よ
る
基
礎
賃
率
の
統
一
ー
を
は
か
っ
た
。
こ
の
段
階
で

は
、
も
は
や
地
域
賃
車
の
園
内
各
部
に
お
け
る
格
差
円
理
由
は
消
滅
し
て

い
た
が
、
使
用
者
団
体
は
第
一
次
大
戦
以
米
地
域
賃
率
の
凍
結
を
は
か
り
、

賃
上
げ
に
甘
い
て
は
基
礎
賃
率
の
引
上
要
求
を
「
戦
時
ボ
ー
ナ
ス
全
国

ポ
ナ
ス
」
に
す
り
か
ん
問
。
労
働
組
合
は
「
全
国
ポ
ナ
ス
」
の
基
礎

賃
率
へ
の
編
入
主
地
域
質
事
の
格
差
解
消
を
め
ざ
、
J

、
こ
れ
は
や
が
て
第

二
次
大
戦
後
一
九
五

O
年
の
全
国
的
基
礎
賃
率
統
プ
と
し
て
結
実
し
た
の

で
あ
な
問
。
@
賃
金
の
一
律
定
額
引
上
げ
方
式
。
賃
上
げ
に
お
い
て
は
、

職
級
に
関
り
な
い
一
律
引
上
げ
方
式
が
と
ら
れ
た
。
こ
白
要
求
は
し
ば
し

ば
「
全
国
ボ
ー
ナ
ス
」
に
す
り
か
え
ら
れ
は
し
た
が
、
職
級
間
格
差
拡
大

を
阻
止
す
る
役
割
を
果
し
た
。
更
に
注
目
す
べ
き
点
は
、
こ
の
一
律
引
上

げ
方
式
が
不
熟
練
工
賃
率
の
規
制
と
し
て
作
用
し
た
こ
と
で
あ
る
u

職
能

別
組
合
は
不
熱
擁
工
の
賃
金
決
定
に
対
し
て
無
関
心
で
あ
っ
た
が
、
オ
ー

ル
・
グ
レ
ド
の
一
産
業
別
組
合
に
よ
る
一
律
定
額
要
求
は
、
自
働
的
に
不

熟
練
賃
率
の
引
上
げ
を
内
包
し
て
レ
た
。
こ
れ
に
よ
っ
て
、
熟
練
・
不
熟
練

間
白
絶
対
的
負
率
格
差
は
不
変
で
あ
っ
た
が
、
質
率
水
準
の
上
井
に
よ
っ



て
相
対
的
格
差
は
急
激
に
縮
少
し
憎
か
く
て
不
熟
続
工
賃
辛
も
一
九
五

O
年
全
国
的
に
統
一
さ
れ
、
そ
れ
以
降
機
械
業
の
基
礎
賃
率
は
、
熟
練
組

立
工
と
不
熟
練
工
に
つ
い
て
、
各
々
時
間
給
出
来
高
給
の
全
国
最
低
賃

車
決
定
主
い
う
形
態
を
と
る
こ
と
に
な
っ
た
の
で
あ
る
。
③
低
熱
練
労
働

者
の
賃
金
規
制
。
低
熟
練
工
白
増
加
は
、
賃
金
構
造
の
統
一
と
い
う
視
点

か
ら
見
る
時
、
労
働
組
合
に
左
っ
て
最
大
O
問
題
で
あ
っ
た
。

A
E
U
D

一
調
査
マ
ン
の
言
葉
を
借
り
る
な
ら
ば
、
こ
の
時
期
を
通
じ
亡
低
熟
練
労

働
者
白
雑
多
な
賃
金
構
品
工
「
釘
を
打
つ
」
こ
と
が
労
働
組
合
の
最
大
の

関
心
事
だ
っ
た
の
で
あ
向
。
、
こ
の
段
階
で
徒
弟
制
度
は
、
も
は
や
入
職
。

重
要
な
ル
ト
で
は
な
く
な
っ
て
い
た
。
労
働
組
合
に
と
っ
て
徒
弟
制
度

が
熟
練
掌
握
お
よ
び
入
職
制
限
の
機
能
を
持
ち
得
な
く
な
っ
た
以
上
、
残

る
の
は
若
年
労
働
閉
山
賃
金
決
定
を
い
か
に
規
制
す
る
か
と
い
う
賃
率
設

定
。
課
題
で
あ
っ
た
ο

そ
れ
は
半
熟
練
工
に
つ
ハ
て
も
い
え
る
。
急
速
に

増
加
し
た
半
熟
練
工
は
、
実
際
に
は
仏
範
で
境
界
不
明
な
概
念
で
あ
る
。

熟
練
構
造
の
全
般
的
変
化
の
中
で
「
釈
和
総
〕
祉
今
や
舷
密
に
技
能
上
。

概
念
で
は
な
く
、
賃
率
設
定
の
指
標
で
し
か
な
川
酔
か
く
て
労
働
組
合
は

徒
弟
問
題
、
ダ
イ
リ
ュ
シ
ヨ
ン
H
H
機
械
問
題
等
を
、
交
渉
力
強
化
主
賃

率
設
定
の
問
題
と
し
て
解
く
必
要
に
迫
ら
れ
た
の
で
あ
る
。

A
E
U
は
全

学
級
組
織
を
背
景
に
、
労
働
者
の
「
機
械
に
よ
る
格
付
け
」
を
要
求
」
日
。

か
つ
て
組
合
同
部
町
対
立
に
よ
っ
て
葬
ら
れ
た
機
械
に
よ
る
格
付
け
の
思

想
は
、
今
や
A
E
U
の
公
式
政
策
と
な
っ
た
の
で
あ
っ
た
。
徒
弟
問
題
は

若
年
労
働
者
自
賃
金
・
労
働
条
件
を
統
一
的
に
規
制
す
る
と
い
う
政
策
。

工
場
内
賃
金
構
造
の
形
成
と
モ
心
論
理
科

(榊割増)]地域工場交出融.....

図 1

第
九
十
二
巻

七
九

66シリ νグ熟練(組立工〉全国質率・・全国交出

〈半熟練)]地域・工場支障

..全国交渉

第
四
号

51シリング・不熟蹄全国貢率…

Robertson. ibid， chap. 4より.OA工場の例は，



エ
場
内
賃
金
構
造
の
形
成
と
そ
の
論
理
悼

去 3 全園 地域・工場交渉による賃寧の関係

出来高払熟練組立工 1953年9月

支払項目 地 域 A 工場

s d s d s d 

(叫基礎貨車

(i) 時間給 66 6611 67 
2 

(ii) ボーナス算定の
66 66s 1~-d 67 s十9s =76 s 基礎

(b)全国ポ←ナス 51 4 51 4 51 4 

(的最低出来高保障 66 s <'045% 66 s l}d叩 450/0 76，の60/}も

29 7 29 9 45 7 

合 計 163 11 

KobertSOll， ibid， p. 58の去 23にsU筆陣正。

表 4 B機械工場における基準週質事の職種別分布
1951年 B月 出来高給労働者数

第
九
十
三
巻

ノーに

O 

第
四
号

」
ノ、

首酷 種

賃 率 熟 綜 l半熟練 1不熟練

主型陸立|空盤|空造l;t"I壁占|その他i
48 s ヰd-5Zs ヰd 36 

52 s 1寸d-56s 斗d 2 1 

56 s ヰd-60s 斗d 8 5 44 

60 s 斗dー64s 斗d 3 42 8 

64 s 斗d-68s 斗d 216 14 81 178 33 4 

68 s ヰd-72s ll~d 145 86 102 79 2 
4 

72s ヰdー76s 吟d 53 11 97 68 5 5 1 

76 s ヰd-80s l1td  6 9 9 10 1 
田 s 斗 d-84s ヰd 3 Z 

84s ヰd-88s l1~d 1 
4 

D. J. Robertson， ibiu， p. 29. 



中
に
吸
収
さ
れ
、
交
捗
権
の
拡
大
が
は
か
ら
れ
た
。
一
九
三
七
年
協
約
に

よ
っ
て
、
若
年
層
の
賃
金
も
全
国
的
ベ
ー
ス
で
変
動
し
、
か
っ
熟
練
工

賃
率
に
対
し
て
一
定
比
率
を
保
つ
べ
き
こ
と
が
規
定
さ
れ
た
の
で
あ
る

(
守
同
司
百
二

σ丘
、
市
市
立
「
白
)
。
④
労
働
給
付
と
賃
金
D
関
係
に
つ
い

て
は
、
出
来
高
割
増
率
の
最
低
保
障
が
全
国
賃
車
(
時
間
給
)
に
対
す
る

一
定
比
率
で
規
定
さ
れ
た
〈
一
九
五
七
年
現
在
、
四
豆
%
〉
。
ま
た
休
日

労
働
、
時
間
外
労
働
に
対
す
る
割
増
半
も
基
礎
賃
率
に
対
す
る
比
率
で
統

一
的
に
規
定
さ
れ
る
こ
と
に
な
っ
た
。

以
上
に
見
て
き
た
通
り
、
こ
の
時
期
は
、
複
雑
化
す
る
賃
金
構
造
に
対

し
て
、
組
織
構
造
、
組
合
政
策
に
わ
た
っ
て
装
い
を
新
た
に
し
た
労
働
組

合
が
交
捗
力
を
強
め
、
賃
金
決
定
に
お
け
る
統
一
的
規
制
力
を
回
復
す
る

過
程
だ
っ
た
と
い
え
よ

hov

し
か
し
、
こ
の
努
力
に
も
限
界
が
島
っ
た
ロ
特
に
⑤
に
つ
い
て
は
、
経

営
の
担
強
い
反
対
に
あ
っ
て
半
熟
練
工
の
賃
率
に
高
い
統
一
性
を
印
す
ま

で
に
は
至
ら
な
か
ヲ
た
。
半
熟
練
工
賃
率
は
主
み
し
て
地
域
・
工
場
交
捗

に
委
ね
ら
れ
、
全
国
的
統
一
は
不
可
能
な
状
態
に
あ
る
。
全
国
的
視
野
で

見
れ
ば
、
熟
練
・
不
熟
練
賃
車
の
統
一
化
と
格
差
縮
少
の
下
で
、
半
熟
練

賃
率
は
そ
の
中
間
分
布
、
と
し
て
規
制
さ
れ
て
い
る
の
が
実
態
で
あ
る
(
図

1

)

(

表
3

・
4
Y

最
後
に
、
一
九
回

0
年
代
以
降
主
と
し
第
二
次
大
戦
を
契
機
と
L
て
新

た
に
起
っ
た
問
題
に
ふ
れ
て
お
こ
う
。
大
戦
中
お
よ
び
戦
後
の
経
済
発
展

は
イ
ギ
リ
ス
経
済
に
完
全
雇
用
状
態
を
も
た
ら
し
た
。
こ
れ
は
機
械
工
業

工
場
内
賃
金
構
造
の
形
成
と
そ
の
前
置
付

に定完に
なの全お

ゐ"t~ 雇け
0::.';'め用る
まにに賃
Tこ全よ金
完国る安
全賃労渉
覧率働に
を力も
と上不特
時廻疋殊
間るはな
短賃作
縮率労用
のの働を
下割力及
で増確ぼ
の L 債を L 
c，をとた
高経企
能営業で
半に内あ

高空喜モ
亙る関~~
t こ係ち
原と安

--一時開始

一---出来高給

H

日

ロ

日

目

9

8

7

6

5

4

3

ポ

γ

ド

第
九
十
三
巻

i¥ 

第
四
号

ブミ

熟練組立工についての時間給および出来高給宣車と稼得賃金

の動向 D.J. Robertson， ibid， p. 19 Fig. 1 

1955 1950 1945 1940 1935 1930 



工
場
内
賃
金
構
造
白
形
成
と
そ
白
論
理
伺

理
は
、
持
率
給
強
化
、
出
来
高
割
増
寧
の
引
上
げ
、
時
間
外
労
働
の
拡
大

を
通
じ
て
基
備
賃
串
と
稼
得
賃
金
構
造
の
需
離
を
深
め
「
賃
金
ド
リ
フ
ト
」

を
生
計
(
図

2
1
現
在
労
働
組
合
は
、
全
国
変
渉
を
上
廻
る
労
働
条
件
に

つ
い
て
は
地
域
交
渉
・
工
場
別
交
渉
の
課
題
と
し
て
い
る
。
可
能
な
限
り

賃
金
・
労
働
条
件
の
改
善
主
要
求
す
る
労
働
組
骨
が
、
地
域
-
工
場
の
具

体
性
に
沿
っ
て
交
渉
を
追
求
す
る
白
は
当
然
で
あ
り
、
研
究
者
に
よ
っ
て

も
さ
ま
ざ
ま
な
角
度
か
ら
地
域
・
工
場
交
渉
の
強
化
が
示
唆
さ
れ
て
い
る
。

だ
が
一
方
ケ
!
ス
パ
イ
・
ケ
ー
ス
の
交
渉
方
式
は
、
個
別
企
業
の
生
産

性
格
差
、
工
場
・
事
業
所
ど
と
の
具
体
的
条
件
差
、
組
合
支
部
お
よ
び
職

場
組
輔
の
交
渉
力
格
差
に
よ
っ
て
賃
金
構
造
の
統
-
性
を
犠
牲
に
す
る
こ

と
に
な
る
。

か
〈
て
完
全
雇
用
下
町
賃
金
交
渉
は
、
労
働
組
合
自
ら
の
手
に
よ
る
賃

事
構
造
の
再
捜
乱
、
大
幅
な
賃
金
ド
リ
フ

l
k
い
う
形
で
、
イ
ギ
リ

Z
…機

械
工
組
合
に
新
た
な
ジ

ν
ン
マ
を
提
起
し
て
い
る
。
今
イ
ギ
リ
J

ス
機
械
工

業
白
労
働
組
合
に
と
っ
て
、
全
国
・
地
域
・
工
場
に
わ
た
る
各
レ
ベ
ル
の

宍
渉
を
体
系
化
し
、
個
別
的
に
獲
得
し
た
高
い
条
件
を
波
及
さ
せ
つ
つ
加

何
に
賃
金
構
造
の
統
一
ー
を
は
か
る
か
は
重
蚕
な
課
題
で
あ
る
と
い
え
よ
う
。
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特
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H
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日
同

持
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パ
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H

旧日京

日
Q
-
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第
九
十
一
三
巻

八

第
凹
号

六
回

同
唱
団
自

H
曲

ωω

品

目

認

可申事

主要

H
宮中山
T

H

一戸。Ar

]
O向
。
同
吋

Eヨ
H
V
M
a
-
]
V
日
ロ
寸

機
械
業
主
要
部
門
で
、
半
熟
練
オ
ハ
ラ
テ
ィ
プ
の
概
念
に
含
ま
れ
る

女
子
は
、
一
九
O
七
年
三
%
、
一
九
二
四
年
八
・
五
%
、
一
九
三
O

年
一
O
%
、
一
九
三
五
年
一
三
・
二
%
と
増
加
し
た
。
尚
女
子
の
増

加
は
業
種
に
上
っ
て
異
り
、
一
九
三
五
を
と
れ
ば
、
浩
船
業
で
は
六

%
に
過
ぎ
な
い
が
、
電
気
機
服
部
門
で
は
三
五
刊
に
達
し
た
。

ω
一
例
を
示
せ
ば
、
同
ロ
向
日
E
Y
印
吉
巴
門
。

G
C
E位。
D
F
Z

の
リ

パ

l

ド

γ
工
場
(
シ
品
フ
ィ
ー
ル
ド
)
で
は
、
一
九
五
八
年
六
月

現
在
従
業
員
む
う
ち
、
勤
続
一
一
O
年
以
上
二
五
弘
、
ニ
O
l
一

(U

年
の
者
二
C
%
、
一
O
l
五
年
む
者
一
五
判
、
五
年
未
満
四
O
%
と

な
っ
て
い
る
。
尚
他
の
事
剖
で
も
、
労
働
者
。
個
別
企
業
定
葺
化
が

詣
ら
れ
て
い
る
。
同

N
d司
O
岡
崎
=
叶
宮
司
。
w
b

ミ

喜

a
s
h
H可
E
E
N

同
。

a
u
s
q
J
H
c
m一「
]
M
M】
日

川

w
口

]

同

Qσ
昌
吉
。
P
司
君
古
一
吾
司
晶
h
M
r
z
R
m
S
喜一

5
8
-
巴
u-

H
戸
由

l
H
N
0

・

川
山
】
巾
向
。
門
司
凶
陶
酔
Z
R
F
H
U
M
-由

同
日
本
の
研
究
者
で
こ
の
点
に
ふ
れ
て
い
る
も
心
と
し
て
は
、
神
代

和
欣
「
独
占
段
階
白
労
働
市
場
構
造
と
年
功
制

ω」
労
働
協
会
雑
誌
、

第
二
四
号
が
あ
る
。

ロ
パ
ー
ト
ソ
ン
は
事
倒
調
査
に
よ
っ
て
、
こ
り
点
を
詳
し
く
柚
討

(6) 



し
て
い
る
。

特
に
そ
り
第
四
章
。

同

V

H

同
吾
首
官
。
P

。、

。vmw
M
V
九
日

同

一

入

九

二

年
A
S
E
は
既
に
規
約
改
正
に
よ
り
、
電
気
技
工
、
ロ

ー
ル
-
b
p
i
ナ
l
、
機
融
運
転
工
の
組
合
加
入
を
認
め
、
中
高
年
労

働
者
の
た
め
に
二
つ
の
新
セ
タ
シ
昌
ン
を
設
け
た
(
す
同

2
可
P
志
位
、

]
U
H
U
3
0

ウ
エ
ザ
プ
は
、
や
や
前
進
を
強
調
L
過
ぎ
た
感
が
あ
る

が
「
A
S
E
は
事
実
を
認
め
、
余
り
に
も
広
範
に
侵
犯
さ
れ
た
(
徒

弟
)
規
制
を
放
棄
せ
ざ
る
を
得
な
か
っ
た
。
(
一

λ
八
五
年
以
降
)

ζ

白
一

0
年
間
、
代
表
委
員
会
は
新
し
い
ク
ラ
ス
由
労
働
者
に
組
合

を
解
放
し
た
。
そ
れ
が
街
弟
を
経
て
い
よ
う
が
い
ま
い
が
、
・
実

際
に
特
定
申
町
の
標
準
賃
率
と
グ
レ
ー
ド
予
一
雇
用
さ
れ
た
成
人
男
子

は
、
現
実
に
新
組
合
員
と
し
て
歓
迎
さ
れ
る
ま
で
に
な
っ
た
。
」
と

述
ベ
て
い
る
(
君
。

σσ

旨
号
号
志
向
田
、
君
主
主
宅

ιu
角
N
Y
ま

た
、
一
九
一
二
年
ま
で
に
は
、
組
合
員
。
中
か
ら
機
械
問
題
を
「
機

雌
心
構
付
け
」
に
上
る
賃
金
設
定
と
し
て
解
く
べ
き
こ
と
や
、
熟

蹄
・
半
熟
練
を
問
わ
ぬ
全
員
組
融
化
が
提
案
さ
札
て
い
た
(
守
陣

2
官、

志
覧
、
M
U
H
m
司
)
。
賃
金
政
策
の
面
で
は
、
既
に
実
効
を
失
っ
て
い
た

出
来
高
枯
労
働
禁
止
の
規
約
を
廃
止
し
(
一
八
九
二
年
)
出
来
高
給

。
具
体
的
方
法
に
対
す
る
規
制
を
地
区
交
渉
白
課
題
と
し
た

C
E
I

甘

4
P
S
E
-
町
]
U
E叶
民
国
)
ま
た
一
九

O
一
年
協
約
に
よ
る
、

出
来
高
結
導
入
の
原
則
規
定
と
カ

l
ヲ
イ
ル
覚
書
に
よ
る
能
率
給
労

働
者
へ
り
最
低
時
間
質
事
保
障
を
獲
得
し
た
こ
と
は
一
つ
の
前
進
で

工
場
内
賃
金
構
造
の
形
成
と
そ
り
論
理
伺

て、
肺

あ
っ
た
。
(
ロ
ロ
同
門
O
W
同
U
Q
〕
三
宮
球
目
。
『
率
、
ぬ
h
昌
司
日
由

]
U

シ
日
夕
フ
ス
チ
ユ

ロ
∞
)
。
さ
ら
に
、
一
八
九
六
年
以
来
数
度
に
わ
た
っ
て
「
職
場
委

ア
l
ド
員
」
白
地
医
委
員
会
に
よ
る
承
認
や
組
合
内
吸
収
が
は
か
ら
れ
た
こ

と
は
、
職
能
別
組
合
の
限
界
内
で
は
あ
れ
、
職
場
組
織
と
職
場
交
捗

を
指
向
す
る
も
の
で
あ
っ
た
(
守
問
。

4
m一
志
E
u
司
お
叶
佐
野
捻
、

前
掲
書
二
二

i
二
四
ペ
ー
ジ
)
。

仙
同
一
九
二
六
年
、

A
E
U
は
新
た
に
部
会
V
と

v
aを
設
け
、
半
熟

練
・
未
熟
締
工
を
加
入
さ
せ
た
。
一
九
三
六
三
九
年
に
か
け
て
は
、

新
加
入
者
。
平
均
五
八
%
が
こ
り
部
会
に
属
L
、
全
組
合
員
。
一
二

六
・
五
%
を
占
め
る
に
至
っ
た
し
「
品
。

3』
忌
礼
子
担

V
N
U
F
g
-
尚、

A
E
U
は
一
九
四

O
年
四
青
年
部
新
設
、
四
二
年
の
婦
人
部
会
確
立

に
よ
っ
て
、
真
の
意
味
で
全
等
級
組
織
と
な
っ
た
の
で
あ
る
。

ω
一
九
二
九
年
、

A
E
U
D
全
国
委
員
会
は
、
@
週
四
ポ
ン
ド
の
全

国
最
低
賃
金
。
②
週
四
四
時
間
労
働
目
。
確
立
。
@
全
て
の
職
場
に

職
場
委
員
を
、
全
て
町
工
場
に
士
場
委
員
会
を
、
等
八
項
目
に
わ
た

る
「
機
肱
工
憲
章
」
を
採
択
し
た
。
こ
の
精
神
に
泊
っ
て
三

0
年
代

後
半
か
ら
の
前
進
が
な
さ
れ
た
の
で
あ
っ
た
。

-o同問〕
E-
志
阜
、
日
以
唱

出
品
山
由

l一回
ω
@
・

帥
第
一
次
大
戦
中
賃
金
ス
ト
ア
プ
と
関
連
し
て
生
産
委
員
会
裁
定
に

よ
る
「
戦
時
ボ
ー
ナ
ス
」
日
抽
め
ら
れ
た
が
、
こ
れ
は
そ
り
後
「
全

国
ボ
ー
ナ
ス
L

と
改
称
、
賃
令
交
捗
白
重
要
な
剖
象
と
な
っ
た
。

ω
り
'
』
問
。

σσ
耳切

O
F
4
5
N
司
】
臼

第
九
十
三
一
巻

八

第
四
号

，、
五



工
場
内
賃
金
構
造
D
形
成
と
そ
の
論
理
伺

M
W

不
熟
練
質
事
白
熟
練
賃
率
に
対
す
る
割
骨
は
、
一
九
一
四
年
以
前

巨
お
い
て
は
約
六
O
%
で
あ
っ
た
。
こ
の
割
合
は
二
大
戦
闘
に
は
七

。
|
七
五
%
に
、
そ
し
て
第
二
抗
大
戦
後
忙
は
八
O
九
五
%
に
高

ま
っ
た
。
問
。
σ
E
Z
o
F
4
2
H
U
町
口
m
l
H
a

闘

の

出

国

円

。

HP
出
3
S
F
司
書
号
司
君
。

8
5昌
司
。

ι弓』
-u

u
田
ふ
ω
機
械
業
に
お
い
て
は
、
現
在
で
も
徒
弟
制
度
が
厳
と
し
て
存
在
す

る
が
、
そ
れ
は
五
年
白
徒
弟
期
間
(
経
験
)
を
賃
車
設
定
に
お
け
る

「
熟
練
等
叡
」
の
指
標
之
し
て
い
る
と
考
え
て
よ
い
。
問
。
σ
2
Z
O
M
H

O
H
M

の
M
A
U

町
目
。

M

H

Y

同

O
H
3・
を
札
~
司

M
G

恒

司

N
4
2問
、
円
寺
町
刷
、
司
司
一
回
勾
l

U
U
E
 

M
開

n
o
r
-
H。ー奇いて一司

ω

E

T
同

2
3
ま
F
E
N品
F
N
h

刷
機
械
業
の
賃
金
交
渉
、
賃
金
構
造
の
統
一
化
に
は
、
生
産
委
員
去

や
労
働
省
調
査
委
員
会
の
活
動
が
一
定
の
役
割
を
果
し
て
い
る
が
、

こ
れ
ら
む
樟
討
は
別
の
機
会
に
ゆ
ず
る
。

ゆ

同
O
宮
同
首
Q
P
4
2
N・
M
ν
E

同
イ
ギ
リ
ス
研
究
者
の
賃
金
ド
リ
フ
ト
、
職
場
交
渉
等
に
関
す
る
研

究
に
つ
い
て
は
、
徳
永
重
良
「
イ
ギ
リ
ス
機
械
工
業
に
お
け
る
職
場

変
曲
、
賃
金
ド
リ
フ
ト
、
生
産
性
」
や
高
橋
克
嘉
「
イ
ギ
リ
ス
に
お

け
る
全
国
協
定
賃
金
車
と
賃
企
収
入
と
の
分
離
」
等
の
紹
介
が
あ
る
。

労
働
協
会
雑
誌
、
第
五
三
号
。

第
九
十
三
巻

ノ1、
四

第
四
号

六
六

四

結
論
と
そ
の
一
般
化

こ
こ
で
前
節
ま
で
の
分
析
の
結
果
を
総
括
し
、
結
論
町
一
般
化
を
試
み

て
お
こ
う
。

工
場
内
賃
金
構
造
は
、
当
該
産
業
に
お
け
る
横
断
的
賃
金
決
定
と
企
業

内
的
賃
金
決
定
の
関
連
を
内
包
し
、
そ
の
一
重
層
を
体
現
す
る
も
り
で
あ
っ

た
。
職
場
白
変
化
を
萱
爪
と
す
る
労
資
自
抗
争
の
結
果
と
し
て
現
実
主

場
内
賃
金
構
造
が
形
成
さ
れ
る
。
し
た
が
っ
て
そ
れ
は
、
賃
金
決
定
に
お

け
る
経
営
管
理
の
浸
透
度
を
表
現
す
る
と
同
時
に
、
労
働
組
合
の
交
渉

力
・
規
制
力
の
強
弱
を
も
表
現
す
る
も
り
で
あ
る
。

前
節
に
み
た
如
く
、
イ
ギ
り
ス
機
械
工
業
の
労
働
組
合
は
産
業
別
全
国

交
渉
、
地
域
交
渉
、
工
場
別
交
渉
の
積
上
げ
に
よ
っ
て
賃
金
率
を
決
定
L
、

賃
金
構
造
の
骨
格
を
作
り
あ
げ
て
い
る
。
か
〈
て
職
務
賃
串
の
決
定
に
組

合
が
規
制
を
加
え
、
経
営
の
恋
意
的
な
職
務
管
理
・
賃
金
管
理
り
貫
徹
を
、

あ
る
程
度
阻
止
し
得
て
い
る
と
い
え
よ
ラ
。
と
れ
は
イ
ギ

P
Z
機
械
業
に

お
い
て
「
職
務
給
」
を
導
入
し
得
た
企
業
が
、
一
九
五
六
年
現
在
二
O
社

に
過
ぎ
な
い
こ
と
で
も
明
ら
か
で
あ
る
。

L
か
し
、
こ
白
労
働
組
合
町
規
制
を
過
大
評
価
す
る
こ
と
は
誤
り
で
あ

ろ
う
。
労
働
組
合
は
常
に
賃
金
水
準
。
引
上
げ
と
賃
金
構
造
白
統
一
化
を

指
向
す
る
と
い
っ
て
よ
い
が
、
イ
ギ
リ
ス
機
械
工
業
の
場
合
、
既
に
見
た

よ
う
に
賃
金
構
造
に
か
な
り
の
不
統
一
が
あ
る
こ
k
は
推
測
に
難
く
な
い
。

こ
れ
は
や
は
り
労
働
組
合
町
規
制
力
の
限
界
と
考
え
ね
ば
な
ら
な
い
。



こ
の
点
に
関
連
し
て
賃
金
交
捗
の
単
位
と
形
態
の
問
題
に
ふ
れ
て
お
こ
う
。

最
近
イ
ギ
リ
ス
の
研
究
者
の
聞
で
は
、
賃
金
ト
リ
プ
ト
・
の
指
摘
と
共
に
産

業
別
全
国
交
渉

l
全
国
賃
半
決
定
の
限
界
が
指
摘
さ
れ
、
地
域
工
場
レ

ベ
ル
の
交
渉
を
重
視
す
る
こ
と
が
一
般
的
傾
向
の
よ
う
に
見
ら
れ
る
。

だ
が
、
こ
れ
ら
の
主
張
を
検
討
す
る
時
に
は
、
モ
れ
が
日
本
と
は
非
常

に
異
る
イ
ギ
リ
ス
的
条
件
の
中
で
語
ら
れ
て
い
る
こ
と
に
注
意
す
べ
き
で

あ
る
。
第
一
に
、
イ
ギ
u
入
で
は
産
業
別
全
国
協
約
に
よ
る
基
礎
賃
率
が

存
在
し
、
そ
れ
が
そ
り
産
業
の
全
労
働
者
に
と
っ
て
全
国
協
約
加
盟
非

加
盟
企
業
を
問
わ
ず
直
接
間
接
に
賃
金
の
下
支
え
と
な
っ
て
い
る
。
イ
ギ

リ
ス
の
研
究
者
は
、
こ
れ
を
既
定
の
事
実
と
し
た
上
で
、
全
国
貸
率
と
工

場
内
賃
金
品
購
造
(
特
に
稼
得
賃
金
構
造
)
と
り
希
離
の
面
を
重
視
し
て
い

る
の
で
あ
る
。
第
二
に
、
そ
れ
は
イ
ギ
リ
ス
O
冠
全
雇
用
状
態
を
前
提
に

し
て
論
じ
ら
れ
て
い
る
。
賃
金
ド
リ
フ
ト
に
つ
い
て
も
、

c
・
シ
ヴ
ァ

ス
が
指
摘
す
る
よ
う
に
、
製
造
業
が
密
集
し
て
い
る
地
域
で
完
全
雇
用
に

よ
る
労
働
力
不
足
を
条
件
と
し
て
起
っ
て
い
る
の
で
あ
る
。
こ
白
よ
う
に

全
国
賃
率
の
下
支
え
り
上
に
、
こ
れ
を
越
え
る
賃
金
・
労
働
諸
条
件
獲
得

の
大
き
な
可
能
性
を
背
景
と
し
て
、
工
場
・
職
場
レ
ベ
ル
の
組
職
強
化
、

交
渉
の
重
要
性
が
主
張
さ
れ
て
い
る
の
で
あ
る
。
具
体
的
な
規
制
力
を
持

つ
た
め
に
、
労
働
組
合
に
と
っ
て
こ
れ
は
当
然
の
方
向
で
あ
る
が
、
そ
れ

は
決
し
て
「
企
業
別
組
合
化
」
を
意
味
し
な
い
し
、
企
業
別
組
合
の
妥
当

性
を
主
張
す
る
こ
と
に
も
な
ら
な
い
。
イ
ギ
リ
ス
の
場
合
、
職
場
組
織
は

あ
く
ま
で
個
別
企
業
独
自
白
職
務
に
い
く
労
働
者
を
も
横
断
的
に
組
織
す

工
場
内
賃
金
構
造
の
形
成
と
そ
め
論
理
伺

る
産
業
別
組
合
の
一
分
肢
と
し
て
機
能
し
て
い
る
の
で
あ
る
。

ま
た
、
こ
こ
に
み
ら
れ
た
賃
金
水
準
究
捗
と
賃
金
形
態
・
構
造
交
捗
と

い
う
交
渉
機
能
分
化
を
取
上
げ
、
そ
れ
を
今
般
化
し
て
「
産
業
別
組
合
」

と
日
本
の
「
単
産
一
の
共
通
性
を
過
度
に
主
張
す
る
こ
と
は
誤
り
で
あ
る
。

な
ぜ
な
ら
両
者
自
問
に
は
、
組
織
構
造
上
町
本
質
的
差
が
あ
る
。
の
み
な

ら
ず
機
能
的
に
、
産
業
別
統
一
協
約
と
そ
れ
に
よ
る
統
一
的
賃
率
(
た
と

え
そ
れ
が
最
低
規
制
で
あ
っ
て
も
)
自
存
否
は
決
定
的
差
異
だ
か
ら
で
あ

る
。
イ
ギ
リ
ス
に
お
い
て
も
完
全
雇
用
は
永
久
に
続
く
も
白
で
は
な
い
、

既
に
自
動
車
工
業
で
見
ら
れ
た
よ
う
ら
γ

オ

l
ト
メ
I
Y
2
Y
O
進
行
、

景
気
変
動
の
被
に
洗
わ
れ
て
い
つ
解
雇
・
賃
下
げ
が
現
実
の
も
の
主
な
る

か
知
れ
な
い
。
か
か
る
時
こ
そ
‘
産
業
別
統
一
協
約
と
統
一
賃
率
白
真
の

意
味
が
明
ら
か
に
な
る
と
い
え
る
。

産
業
別
統
一
(
全
国
)
賃
率
は
、
賃
金
構
造
の
基
本
的
枠
組
を
与
え
、

工
場
内
賃
金
構
造
に
賃
金
の
社
会
的
性
藷
を
刻
印
す
る
も
の
と
し
て
、
決

定
的
な
意
義
を
も
っ
て
い
る
。
イ
ギ
リ
ス
機
械
工
組
合
が
全
図
的
賃
金
政

策
と
し
て
、
専
ら
全
国
賃
率
の
引
上
げ
に
カ
を
注
い
だ
こ
と
に
は
大
き
な

意
味
が
あ
っ
た
主
い
え
よ
う
。

き
て
、
私
た
ち
は
次
に
以
上
の
分
析
か
ら
得
ら
れ
た
示
唆
を
一
般
化
し

つ
つ
、
工
場
内
賃
金
構
造
の
形
を
い
く
つ
か
の
タ
イ
プ
に
整
理
し
て
み
よ

う
。
大
量
生
産
型
職
場
を
基
礎
と
す
る
独
占
的
大
企
業
が
支
配
的
に
な
る

産
業
分
野
で
は
、
労
資
聞
に
提
起
さ
れ
る
課
題
は
多
く
り
共
通
性
を
も
っ

て
い
る
。
だ
が
そ
こ
に
は
労
資
の
組
織
力
・
交
渉
力
の
差
に
上
っ
て
固
に
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工
場
内
賃
金
構
造
の
形
成
と
そ
の
論
理
伺

よ
り
、
産
業
・
業
種
に
よ
り
、
種
々
の
色
合
い
を
持
っ
士
労
資
関
係
が
形

成
さ
れ
る
。
工
場
内
賃
金
構
造
も
、
そ
れ
が
労
資
の
抗
争
と
妥
協
の
結
果

と
し
て
形
成
さ
れ
る
も
の
で
あ
る
以
上
、
独
占
的
大
企
業
の
労
務
管
理
政

策
が
共
通
の
方
向
を
指
向
し
た
と
し
て
も
、
こ
れ
に
対
抗
す
る
労
働
組
合

の
規
制
力
の
強
弱
に
よ
っ
て
異
る
賃
金
構
造
が
現
れ
る
。
ま
ず
二
つ
り
極

限
状
態
を
想
定
し
よ
う
。
①
労
働
組
合
が
強
固
な
組
織
を
も
ち
、
工
場

v

ベ
ル
で
起
る
問
題
を
も
有
機
的
に
全
国
レ
ベ
ル
の
政
策
に
消
化
し
て
、
産

業
別
全
国
交
渉
で
強
い
交
渉
力
を
発
揮
す
る
場
合
。
職
麗
構
造
の
変
化
、

職
務
へ
の
分
解
が
起
っ
て
も
、
全
国
交
捗
に
よ
り
統
一
的
職
務
ハ
群
)
賃
率

が
決
定
さ
れ
る
。
と
れ
が
そ
の
ま
ま
工
場
内
賃
率
構
造
と
L
T
現
れ
、
賃

金
構
造
は
企
業
を
越
え
た
き
わ
め
て
高
い
統
一
性
を
弊
得
す
る
。
職
場
類

型
に
よ
っ
て
異
る
職
種
・
職
務
の
構
造
も
向
一
の
枠
組
の
中
忙
位
置
づ
け

ら
れ
、
経
営
規
模
に
よ
る
賃
金
決
定
の
断
絶
は
存
在
し
な
レ
。
地
域
工

場
レ
ベ
ル
の
課
題
は
、
賃
率
の
具
体
的
適
用
主
個
別
企
業
的
職
務
の
賃
率

構
造
へ
の
編
入
に
重
点
が
置
か
れ
る
。

こ
の
場
合
に
も
賃
率
構
造
と
紘
得
賃
金
構
造
の
荊
離
は
問
題
に
な
る
が
、

出
来
高
比
率
、
交
替
制
お
よ
び
時
間
外
割
増
率
の
統
一
に
よ
っ
て
噴
働
組

合
は
稼
得
賃
金
構
造
に
も
規
制
を
及
ぼ
し
う
る
。

②
経
営
の
力
が
圧
倒
的
に
強
く
、
横
断
的
労
働
組
合
が
排
除
さ
れ
る
か
、

労
働
組
合
が
存
在
し
て
も
組
合
機
能
主
実
質
的
に
持
た
な
い
場
合
。
経
営

の
政
策
が
一
方
的
に
貫
徹
し
、
職
務
お
よ
び
賃
舎
の
序
列
は
全
く
企
業
的

に
決
定
さ
れ
る
Q

こ
の
状
態
の
下
で
は
、
諸
職
場
類
型
に
よ
る
労
働
力
需
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要
構
造
の
差
異
は
そ
の
き
ま
賃
金
決
定
の
差
と
な
っ
て
現
象
す
る
。
ま
た

同
干
の
職
場
類
型
の
工
場
開
で
も
、
職
務
の
質
量
的
構
造
は
、
個
々
白
職

務
に
わ
た
る
統
一
り
保
障
を
持
た
な
い
。
か
く
て
工
場
内
賃
金
構
造
は
経

営
管
理
の
対
象
と
な
り
、
横
断
的
統
一
性
は
成
立
し
な
い
。
わ
ず
か
に
職

場
類
型
を
共
に
す
る
工
場
聞
に
稀
薄
な
類
似
性
が
見
ら
れ
る
の
み
と
な
る
。

現
実
に
存
在
す
る
賃
金
構
造
は
、
当
該
産
業

rお
け
る
労
資
の
組
織

力
・
交
渉
力
の
程
度
を
反
映
し
て
、
二
つ
の
極
限
形
態
の
中
間
に
幅
広
く

分
布
す
る
こ
と
に
な
る
。
一
見
何
ら
の
統
一
的
視
点
を
許
さ
向
か
に
見
土
、

省
国
諸
産
業
に
よ
っ
て
具
る
工
場
内
賃
金
構
造
も
、
右
の
よ
う
な
視
点
か

ら
一
つ
の
展
望
が
可
能
に
な
る
。
瞥
見
し
得
る
資
料
に
よ
っ
て
整
理
す
れ

ば
、
@
イ
タ
リ
ア
化
学
産
業
町
一
統
一
協
約
に
見
ら
れ
る
等
扱
制
賃
金
は
、

か
な
り
①
の
形
態
に
近
し
も
の
と
い
え
よ
う
。
@
ζ
れ
に
比
す
れ
ば
、
統

一
的
職
務
賃
率
を
指
向
し
つ
円
一
も
、
そ
の
設
定
に
成
功
せ
ず
、
半
熟
練
賃

金
を
熟
練
・
不
熟
練
賃
率
の
中
間
分
布
と
し
て
規
制
し
て
い
る
イ
ギ
り
ユ

機
械
業
に
お
い
て
は
、
労
働
組
合
の
規
制
力
は
若
干
弱
い
と
い
え
刷
。
@

経
営
む
職
務
給
化
に
一
定
の
規
制
止
符
加
え
t
、
個
別
企
業
性
を
除
去
し
よ

う
と
す
る
も
の
。
こ
の
典
型
は
ア
メ
リ
カ
鉄
鋼
業
に
見
ら
れ
る
ロ
そ
こ
で

は
「
共
同
職
務
評
価
方
式
」

K
よ
る
職
務
構
造
の
規
制
、
U
S
ス
テ
ィ
ー

す
司

A
B
l

・7
〆
9
1
I
A
γ
ト

ル
と
ア
メ
リ
カ
鉄
鋼
労
組
の
聞
の
親
協
約
の
他
企
業
へ
の
適
用
に
よ

っ
て
賃
金
構
造
の
統
一
化
が
行
わ
れ
ヲ
向
。
だ
が
こ
の
場
合
統
一
性
白
原
理

は
、
修
正
さ
れ
た
と
は
い
え
経
営
の
職
務
分
析
と
職
務
評
価
に
あ
る
。
し

た
が
っ
て
労
働
組
合
の
規
制
力
は
一
歩
後
返
し
た
形
と
な
る
が
、
反
面
、



産
業
別
組
合
の
交
捗
力
強
化
之
政
策
如
何
に
よ
っ
て
は
、
経
信
管
理
の
蕊

意
性
を
排
除
し
て
、
労
働
り
質
量
に
照
応
す
る
賃
事
構
造
へ
発
展
す
る
可

能
性
も
秘
め
ら
れ
て
い
る
と
い
え
よ
う
。
@
長
期
雇
用
を
前
提
に
、
不
明

確
な
職
務
管
理
を
勤
続
と
査
定
に
よ
る
昇
給
管
理
で
補
完
し
、
経
営
全
体

の
能
率
を
確
保
す
る
日
本
白
「
年
功
賃
金
」
は
、
労
務
管
理
が
貫
徹
す
る

①
の
極
限
形
態
に
近
い
も
の
と
し
て
把
握
さ
れ
る
u

こ
れ
ら
の
詳
細
な
検

討
は
、
こ
の
稿
町
課
題
を
ζ

え
る
。
こ
こ
で
は
、
各
々
の
性
格
規
定
を
与

え
る
に
止
め
て
お
こ
う
。

最
後
に
問
題
提
起
の
項
で
あ
げ
た
労
働
市
場
町
構
造
に
つ
い
て
一
言
し

て
お
き
た
い
。
既
に
述
べ
た
如
く
、
労
働
市
場
は
労
働
力
の
価
格
決
定
の

場
と
し
て
把
垣
さ
れ
ね
ば
な
ら
な
い
。
し
た
が
っ
て
労
働
力
の
給
源
や
企

業
間
労
働
移
動
、
叩
ち
、
い
わ
ゆ
る
慣
習
的
労
働
市
場
」
の
み
に
視
点

検
置
い
て
労
働
市
場
の
横
断
性
あ
る
い
は
封
鎖
性
を
説
く
こ
と
は
一
面
的

で
あ
る
。
労
働
移
動
が
賃
串
の
標
準
化
を
牛
む
し
ι
い
う
の
は
、
む
し
ろ
限

ら
れ
た
場
合
に
過
ぎ
な
い
。
労
働
市
場
の
分
断
、
企
業
内
的
賃
金
決
定
は

常
に
経
営
白
指
向
で
あ
る
ロ
こ
れ
に
対
し
て
、
企
業
を
越
え
た
横
断
的
な

賃
金
決
定
機
構
が
成
立
す
る
か
否
か
に
よ
っ
て
労
働
市
場
は
「
横
断
的
」

あ
る
い
は
「
封
鎖
的
」
な
も
の
に
な
る
。
換
言
す
れ
ば
労
働
組
合
が
、
横

断
的
統
一
交
渉

l
統
一
賃
率
の
設
定
を
迫
り
得
る
か
杏
か
が
、
労
働
市
場

の
構
造
を
規
定
す
る
と
い
え
る
で
あ
ろ
う
。
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尚
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研
究
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ド

U
プ
ト
ゆ
」
取
り
上
げ
、
工
場
交
酵
を
問
題

に
す
る
場
合
に
は
、
ロ
パ
ー
ト
ソ
ン
の
よ
う
に
完
全
雇
用
の
維
持
、

ヨ
ス
卜
イ
ン
フ
レ
の
抑
制
左
い
う
経
済
政
策
的
視
点
が
強
〈
働
い

て
い
る
こ
と
は
注
意
せ
ね
ば
な
ら
な
い
。

川

w

s

p
リ

「

オ

ト

メ

i
シ
ョ
ン
と
社
会
の
発
展
」
鎮
目
恭
夫

訳
、
一

0
0

一
O
二
ペ
ー
ジ
。

ゆ
「
イ
タ
り
ヤ
化
学
産
業
に
お
け
る
統
一
首
働
協
約
」

H
本
労
働
協

会
。
技
能
等
蔽
別
分
類
(
工
員
)
に
つ
い
て
は
三

l
五
ペ
ー
ジ
。
協

約
最
低
賃
率
最
三
二
三
五
ペ
ー
ジ
。

同
イ
ギ
り
ス
に
お
い
て
も
、
当
然
産
業
・
業
種
に
よ
っ
て
賃
金
協
約

の
形
が
異
る
。
シ
ヴ
ァ
!
ス
は
三
つ
の
タ
イ
プ
を
掲
げ
て
い
る
。
①

男
子
・
女
子
に
つ
い
て
基
礎
時
間
賃
車
の
み
を
定
め
た
単
純
な
形
。

①
職
務
、
熟
練
度
、
地
域
差
を
含
む
数
十
に
わ
た
る
賃
車
規
定
を
も

っ
形
。
③
二
三
の
最
低
某
礎
賃
平
り
み
を
協
定
L
、
そ
れ
に
多
く
の

賃
串
積
上
げ
が
な
さ
れ
る
形
。
円

Q

E
、Z
F
B
邑匂】
V
H
Z

機
械

第
九
十
三
巻

八
七

第
四
号

/、
)L 



工
場
内
賃
金
構
造
自
形
成
し
r

」
そ
の
論
理
科
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